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Chas-Sullivan [1]によって，向き付けられた d次元閉多様体M の自由
ループ空間LM の次数を dずらしたホモロジー群 H∗(LM) = H∗+d(LM)

に可換で結合的な積構造が導入され，さらにCohen-Godin [2]によってそ
の積構造は一般化 (string operationと呼ばれる)され，H∗(LM)は可換な
Frobenius代数であることが示されている．現在では string operationは
多様体に限らず様々な空間に対しても考えられており，Félix-Thomas [3]

では単連結な Gorenstein spaceに対して string operationが定義されて
いる．
この講演では，単連結な有理Gorenstein spaceにおける loop homology

がFrobenius代数であることを述べる．また極小Sullivanモデルから string

operationの自明，非自明性について考察する．
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